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　2024 年はやっと新型コロナウイルスも少し落ち着いて、コロナ以前の生活を取り戻せる
ようになりました。しかし 2024 年末より、インフルエンザウイルスが猛威を奮い、コロナ
ウイルス感染症もまだまだ油断できないような状況になっています。
　2025 年 1月より当院は内科の医師二人を迎えることになりました。消化器内科の西村 昌
子先生と内科専攻医の植田彩果先生です。より充実した医療が提供できるようになることを
期待しています。また 2月より江戸 俊太 先生が入職され、歯科口腔外科が始まります。全
身の健康の維持、増進に歯の健康が関連しています。地域の皆様の健康を守るために、大い
に役立ってくれると思います。
　これまで 2025 年問題と言われてきましたが、その 2025 年になりました。今後は 2040 年
問題と言われているようです。これは日本の人口減少と高齢化の進行によって表面化するさ
まざまな問題を示しています。労働力不足の深刻化、社会保障制度の危機、医療・福祉人材
の不足などがあるようです。2040 年は「団塊のジュニア世代」が 65 歳を超える年であり、
これらの問題が顕在化するとのことです。2040 年には高齢者の増加がピークを迎えると予
測されており、現在、65 歳以上の人口の割合は 30％弱ですが、2040 年には 35％に達する
そうです。これらの問題は今もすでに始まっていると思われますが、これから 15 年間さら
に厳しくなると考えると大丈夫だろうかと心配になります。
　現在でも病院での働き手の不足はあり、海外の方の手を借りるようになっています。また
医療のあり方についても、考えていかなければならないところがあるようにも思います。そ
うした中で当面、病院の良いところは伸ばしていき、足りないところは補って、より良い医
療が提供できるようにしていきたいと思います。また長い目で見て、今後どのように進んで
いくのかも考えていかなくてはならないと思っています。
　昨年 7月には徳田虎雄名誉理事長が亡くなられてしまいましたが、名誉理事長が唱えた、
年中無休、24 時間オープンで、「生命だけは平等だ」の理念のもと、今年も地域の皆様に貢
献していきたいと考えておりますので、引き続きご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申
し上げます。
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院長あいさつ 新任医師アンケート

院内託児所の子供たちに
素敵な絵本のプレゼントが届きました。

コープしが様から
20 冊の絵本を寄贈していただきました。
みんな目をキラキラさせて見てくれていたようです。
コープしが様ありがとうございました。

新入職された医師にアンケートをお願いしました

❺今後の抱負を教えてください ❻地域の皆様へメッセージをお願いします

❶医療における専門分野は ? ❷休日の過ごし方 / 趣味は ?

❹どのようなことに挑戦されていますか ?❸どのような医療を心がけていらっしゃいますか ?

江戸 俊太
❶ 歯科、口腔外科

❷ ランニング、登山、サッカー

❸ 安全で丁寧な医療

❹ 何でもできるように幅広い
分野の研鑽をおこなっています。

❺ 最良の医療を地域の患者様に
提供できるように頑張ります。

❻ 親知らずの抜歯や、有病者の外
科的処置をはじめとした、口腔
外科処置に加え、虫歯治療や入
れ歯の調整などの一般歯科処置
もおこなっていますので、気軽
に受診してください。

西村 昌子
❶ 消化器内科

❷

植田  彩果
❶ 内科

❷
❸

❹

❺

❻

実家に行き親と過ごしたり、昨年
から再開できた茶道にいそしんで
います。ガーデニングも楽しんで
います。

散歩、ドライブ

料理の腕をみがくこと

患者様に理解していただける分か
りやすい説明と、ガイドラインで
定められている標準治療を行える
ように心掛けています。

患者様ご自身や大切なご家族様の
からだを安心してあずけていただ
けるよう、診察・治療に励みたいと
思います。よろしくお願いします。

内科医として成長できるよう勉学
にはげみます。

❸ 患者さんやその家族に信頼頂け
る、提供し得る最善の治療を行う。

❹ 只今、挑戦していることは…
趣味でもありますが、さらりと着物
を着て、さらりと相伝（本には載って
いない）の点前ができる様になる。

❺ 病院の一員として地域医療に貢献で
きればと思います。

❻ 長年の経験を地域の皆様へ還元する
べく頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。
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歯科口腔外科を開設いたしました
歯科口腔外科コラム

2025年２月より新たに歯科口腔外科を開設いたしました。 当院での診療内容

病院における歯科の役割

当科での診療内容としては病院歯科の特性を活かし、地域の医療機関と病診連携をとりなが

ら、口腔外科疾患や有病者歯科疾患などに対して診療を行っております。外傷、炎症等の入

院管理下での治療も可能です。また、他科での手術や化学療法に対する周術期口腔機能管理（口

腔内有害事象のコントロール）を行い、主科の治療が継続できるよう支持療法を行っています。

診療室はバリアフリーになっており、車いす

の患者さんも診察可能です。院内他科との連

携や入院設備もあることから、全身疾患 ( 心臓

病、高血圧、脳梗塞、抗凝固剤を飲んでいるなど)

を持つ患者さんの抜歯や手術も安全に行うこ

とができます。口の中や顎の症状でお困りの

場合は遠慮なく当科へご相談ください。

歯科口腔外科　江戸俊太

院内における口腔機能管理の強化・推進を図

りつつ、院外における地域の歯科診療所や各

種医療機関を結ぶ連携の窓口としての役割が

あります。
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臨床工学技士って知っていますか？

～命を支える医療機器のスペシャリスト～

　皆さんは「臨床工学技士」という職業をご存じ
でしょうか？病院で働く職種として、医師や看
護師はよく知られていますが、臨床工学技士は
少し耳慣れないかもしれません。しかし、私たち
の仕事は患者さんの命を支える上で欠かせない
ものです。今回は、臨床工学技士の役割や病院で
の日々の業務について、できるだけわかりやす
くお伝えしたいと思います。

臨床工学技士とは？

病院での臨床工学技士の主な業務

臨床工学技士のやりがい

　臨床工学技士は、「医療機器」の専門職です。医療現場ではさまざまな機械が使用されています
が、その操作や保守、トラブル対応を行うのが私たちの仕事です。例えば、人工呼吸器、透析装置、内
視鏡装置、手術中に使う医療機器など、患者さんの命を守るために欠かせない機器の操作や点検、
管理などを担当しています。
　臨床工学技士は、医師や看護師と連携しながら、医療機器を適切に使うことで治療の効果を最大
限に高め、安全を守る役割を担っています。医療技術が日々進化する中で、私たちの仕事が重要に
なっています。

　病院内では、臨床工学技士が関わる場面は多岐に
わたります。以下に、実際に行っている主な業務を
紹介します。

1 血液透析業務

　腎臓の働きが低下している患者さんが受ける血液透析治療をサポートします。透析装置の準備や
操作、治療中の患者さんの状態観察、不具合時のトラブル対応などが主な仕事です。透析治療が安全
に行われるよう、患者さん一人ひとりに合わせた治療設定を医師や看護師と一緒に考え、快適な治
療を提供することを心がけています。

2 医療機器管理業務

3 内視鏡業務

　病院内で使用される医療機器全般を点検・管理する業務です。人工呼吸器や心電図モニター、輸液
ポンプなど、診療や治療に必要な機器がいつでも正常に動作するよう、定期的な点検やトラブル対
応を行います。安全で効率的な医療環境を維持するため、医療機器を管理する「縁の下の力持ち」の
役割を果たしています。

　内視鏡検査や治療の際に使用する内視鏡装置の準備・洗浄、管理を担当します。胃や腸の内部を観
察し治療を行う内視鏡カメラは、患者さんの体内に入れる特殊な医療機器です。検査や治療がス
ムーズに行えるよう、機器の準備や清潔な状態の維持、操作支援を行います。

4 手術業務
手術中、医師に手術器具を手渡す直接介助や手術で使用する医療機器の点検や管理を担当します。

当院では麻酔器や電気メス、内視鏡手術で使う装置などが代表的です。また、手術チームの一員とし
て、医師や看護師と連携しながら、手術の準備や機器のセットアップ、トラブル時の対応を
行います。手術が安全かつ確実に進むよう支える重要な業務です。

　臨床工学技士の仕事は、直接患者さんと会話する機会が少な
いこともありますが、医療機器を通じて患者さんの治療を支え
る重要な役割を果たしています。血液透析業務では、「針刺し痛
くなかったよ」と言っていただけると大きな励みになります
し、手術業務では、無事に手術が終わると達成感を覚えます。
　また、医療機器の進化に伴い、新しい技術や知識を学び続け
る必要があり、常に挑戦し成長できる職業でもあります。

　臨床工学技士は、医療機器を安全に使用するた
めの専門職として、患者さんの命を支えて

います。私たちの仕事は、医師や看護師とともに
チーム医療を実現する上で欠かせない存在

です。もし病院で臨床工学技士を見かけたら、ぜ
ひ声をかけてみてください。「どんな仕事を

しているの？」という質問には喜んでお答えしま
す。

最後に

臨床工学科コラム
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